
Meteorological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Meteorologioal 　Sooiety 　 of 　Japan

A352

1． は じめに

4 大学連携 VL における千葉大学の取 り組み
一 全 球静止気象衛星 デー タセ ッ トの概要 と必要 性一

＊

山本宗尚 ・樋ロ篤志 ・竹中栄晶 ・
酉尾文彦 ・高村民雄 ・久世宏明

　　　　　 千葉大学環境 リモ
ートセ ン シ ン グ研 究セ ン ター

　4 大学附置研究セ ン タ
ー

（東大 CCSR ，名大 HyARG ，
干葉大 CEReS

，
東北大 CAOS ）を中心 とした文部科学

省特別教育研究経費プロ ジ ェ クト 「地球気候系 の 診断 に

関わ る バ ー
チ ャ ルラボラ トリ

ー
の 形成」 が，今年度 （平

成 19 年）よ り 7 年計画で 実施され て い る ．こ の 中で 千
葉大学 が担 う 研 究計画の 柱 の

一
つ が，人 工 衛星データ

の収集 と公開 で あ る．特に，水平 ・時間分解能が高い

（それぞれ 約 5km ，1 時間）静止気象衛星群を組み合わ

せ る こ と に よ る 全球可視 ・ 赤外データ凖実時間 公 開 シ

ス テ ム の 構築が，今年度の第一
目標と して 掲げられ て

い る．本発表で は ，全球静止気象衛星データ の概要 と

構築状況を説明する，ま た ，本 データ セ ッ トを 用 い た

解析 に よ る初期成果を報告する予定で あ る．

2， デー
タセ ッ ト公開の 必要性 と意義

　静止気象衛星が持 つ 大 きな利点は，1 時間間隔 の 常

時観測 を行 う こ とによ り広範 囲か つ 高 い 時間分解 能

を持 つ 可視 ・赤外 のデー
タが得 られる こ とで あ る．こ

の 利点を生かす こ とによ り，雲活 動 の 日周変化 （e．g．，
Ohsawa　et　aL 　 2001）や発 達過程 の 統計解析 （Kondo
et　al．2006 ）な どが行われ て い る．また，衛星 （極軌道

を含む）に搭載された異なる可視 ・赤外バ ン ドの データ

を組み 合わ せ る こ と に よ り，雲形態を分類す る 手法の

開発 （lnoue　1987）な ども進め られ て い る．ただ し，単

独 の 静止気象衛星 で は 全球 をカバ ー
す る こ とが で きな

い た め，地域間の 比較研究 に は 限界があ っ た，また，静
止気象衛星 の 赤外単独データ に よ る雲 頂 高度 か ら降 雨

量が推定され，様々 なデータセ ッ トが公開され て い る．
しか し，熱帯降雨観測衛星 （TRMM ）に搭載され た複

数 セ ン サ の データ を 比較す る こ と に よ り，特 に 対流活

動が活発な 地域 で 雲 と降水活動の ピーク時刻に は系統

的な時間差が存在 し，差の 幅や大き さに も地域差 があ

る こ とが 示 さ れ た （Yamamoto 　et 　aL 　2007 ）．降雨量推

定精度 の 向上 の た め に は ，複数 の 可視 ・赤外 バ ン ドを 組

み 合わ せ る こ とに よ り，雲の発達過程 を含めたア ル ゴ

リ ズム 開 発 の 必 要性 が 指摘さ れ て い る．複数 の 静 止 気

象衛星デー
タ を組み合わ せ る こ と に よ る全球観測 デー

タ は す で に 公 開されて い る （図 1 に一
例 を示す） もの

の ，単独 の 赤外 デー
タの み で あ り，温 暖化を は じ め と

する気候 モ デル 研究や衛星利用 コ ミュ ニ テ ィ
ー

か ら全

球 高解像度可 視 ・赤外デー
タ の 提供が強 く要望 され て

き た．

3． 全球静止気象衛星デ
ー

タの概要

　本 プロ ジ ェ ク トで 作成 され る 全球静止気象衛星 デー

タは，日本の MTSAT ・GMS 衛星，米国の GeES 衛

星，中国 の FY2 −C 衛星，欧州 の METEOSAT 衛星か

ら構 成 さ れ る．平 成 19 年 7 月 現 在 ，MTSAT の 可 視 ・

赤外データ を凖実時間で 入手 ・処理す る シ ス テ ム を 構

築し，その他の衛星データも受信シ ス テ ムを整備する と

と も に，各衛 星 ご と の
一

次 ・高次処 理 化 に着手 した．こ

れ らの デー
タを結合する こ と に よ り，60° S−60° N ，可視

0．0125 °

（1 バ ン ド），赤外 0．05 °

（4 バ ン ド）の 全球デー

タを作成す る．今年度 中に は 2006 年以降 に お ける ， 単

純な結合処理を施し た デー
タセ ッ ト （Ver．1，0）と各衛

星 の グリ ッ ド化デー
タを公開する予定 である，その後，

衛星間 の 相互検証を加 え
， デ

ー
タセ ッ トの バ ージ ョ ン

ア ッ プと，高度処理を進め る．また，他 の 地球観測衛星

デ
ー

タと組み合わせ た研究を進め るため，降雨 レーダ ・

マ イ クロ 波放射計を搭載 し た TRMM 衛星 の 観測期間

（1998〜） の デ
ー

タ整備を進め る 予定 で あるt

4． おわ りに

　この プロ ジェ ク トに より，可視 ・赤外域 の 複数 バ ン ド

で 高解像度，か つ 10年を超 え る長期間 の デ
ー

タセ ッ ト

の 提供 が 可能 と な る．本データ セ ッ トを用 い て ，雲活

動の 日周変化の 年々変動や放射モ デ ル へ の 活用，モ デ

ル結果 の検証 な どへ の活用が見込 まれ る．
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図 1NGEP ／（）PC 　 4km 　 Global 　 IR 　 Dataset

（NASA 　GSFC 　DAAC 提供）に よる 2005 年 8 月

11−ieOZ に お ける 静止気 象衛星 群 （GOES −8〆10 ，

METEosAT −7／5，　GMs ） を組み合わ せ た 全球合

成赤外画 像．
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